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50、60代女性は地鶏に対する受容性が高い

［要約］ 県内在住の30～60代の男女 2,400人を対象に地鶏、銘柄鶏に関するWebアン

ケートを行った。地鶏、銘柄鶏の消費頻度は女性が多く、特に40代、60代女性で有意に

高く、精肉単価191円以上で購入する人の割合では、50、60代女性が有意に多かった。

地鶏料理を食べ場所では「居酒屋」が30、40、50代男性で多く、50、60代女性では「自

宅」の割合が多かった。地鶏に求めるおいしさの特徴として50、60代女性は「こく、う

ま味」、40～60代男性は「食感、歯ごたえ」が多かった。以上の結果より「地鶏」の消

費頻度、購入単価が高い50、60代女性が地鶏に対する受容性が高いと考えられた。 ま

た、かながわ鶏の特徴「うま味と歯ごたえ」を嗜好するのは、「うま味」50、60代女性

、「歯ごたえ」40～60代男性がそれぞれあげていることから、受容性が高い層であると

考えられた。 
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［背景・ねらい］ 

 「かながわ鶏」の消費拡大を図るため、地鶏、銘柄鶏に関する消費購買行動、地鶏に求

める特徴をＷｅｂアンケート調査により定量的に把握し、「かながわ鶏」に受容性のある

層の抽出を行う。 

［成果の内容・特徴］ 

1 地鶏、銘柄鶏の消費頻度(週１回以上食べている人の割合)は女性が男性より全体に高く、

特に 60 代女性の 49％、40 代女性の 43％で有意に高かった(図１)。 

2 地鶏、銘柄鶏の精肉を単価 191 円以上で購入する人の割合は、男性 19～24％、女性 23

～42％で女性の割合が多く、特に 50、60 代女性では 39、43％で有意に多い割合であっ

た（図２）。 

3 地鶏料理を食べたことがある場所では、「居酒屋」は 30、40、50 代男性、「焼き鳥屋」

は 50 代男性がそれぞれ多かった。50、60 代女性は「自宅」の割合が多かった。 

「旅先」「親子丼専門店」「炭火焼き店」では年代性別間に差は認められなかった(図３)。 

4 全国地鶏銘柄鶏ガイドブック 2017（一社日本食鳥協会）に掲載されているブランド鶏

の特徴から、おいしさを表現する用語 28 個を抽出し、食べてみたいと感じる用語を３つ

まで選択してもらい、年代、性別とのクロス集計結果をコレスポンデンス分析により散

布図を作成し、各座標点からクラスター解析を行い４つに類型化した（図４）。 

この結果 50、60 代女性は「こく、うま味」、30,40 代女性は「ジューシーさ」、40～

60 代男性は「食感、歯ごたえ」に集約され、年代性別により地鶏に求めるおいしさの特

徴が異なることが確認された。 

5 以上の結果より「地鶏」の喫食回数が多く、地鶏に対するイメージを多くもつ 50、60

代女性が地鶏をよく利用する層であると考えられた。また、かながわ鶏の特徴「うま味



と歯ごたえ」を嗜好するのは、「うま味」50、60 代女性、「歯ごたえ」40～60 代男性が

それぞれあげていることから、受容性が高い層であると考えられた。 
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図４ 地鶏に求めるおいしさの特徴 図３ 地鶏料理をよく食べる店や場所 

図１ 地鶏、銘柄鶏を週１回以上食べた人の割合 

注：年代性別とのクロス集計結果をコレス

ポンデンス分析により散布図を作成し、

各座標点からクラスター解析を行い破

線で囲った４つに類型化した。 
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図２ 地鶏、銘柄鶏の精肉を単価 191 円以上で 

購入する人の割合 
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